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(個人研究)

日本における舎利伝承の展開-敏速紀から 『今昔物語集』まで-

--- 寺川展知夫

唐津市中原遺跡出土の成人木簡について --･---･ 松尾 光

推古紀_十年正月条の置酒の宴と上寿歌に関する二､_の疑い

･ 松田 信彦

景物としての "鳴く鹿"一詠物歌と物色の倭製一

中国における 『万葉集』の翻訳 --

(報告)

平成17年度海外研修員研修報告 ･

研究所柔報

(共同研究)

万葉古代学研究所第 1回委託共同研究報告

総論/奈良Ll;i･における万熊古代学関連研究の史的研究

各論/近世胤における万難研究 下河辺長流の万乗研究
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沈 琳

坂本

坂本

本居宣長の大和-F菅笠El記Jlと r古都記伝1(プレ万葉の旅として)-

VA一染地古海Jlの故地研究

大和名所図会の万乗歌一万築地理研究前史として一

大井韮二郎氏の万染地挫研究とその功碗

辰巳利文氏の活動について

-奈良県における大正期から昭和初期にかけての万葉地理研究一

豊田八十代の万葉地理研究

奈良女子師範の万葉研究一徳田沖の研究一

古代史研究と P万薬躯Jl-奈良相対係者の研究史ノ- ト-

北浦定政と地名研究

大和における御田植祭の系措

万乗歌に詠まれた山一その奴税詑讃をめ<る党杏-
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(個人姶文)
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沈頼 自表文 と息文 -

和泉監 ･芳野藍 の呼称 について

｢日晩｣ という哀話

一漢字文化圏における万葉歌の位置を探 るために-

允恭天皇紀 にみ る訓注の一機能

一関鶏国造の人物造形 と関わ らせて一 ･

天の声 を開 く耳のために -日本古代音楽の間酸 一

中国におけ る万葉集研究 (1978年-2007年)
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(報告)

平成 19年度海外研修員研修報告 I. ･･王 筆 91

研究所集報 = 97

(共 同研究報告)

万葉古代学研究所第 2回主宰共同研究報告

万柴古代学研究所第2回主宰共同研究稔論 - - 寺IH県知夫 1

高市皇子挽歌諦詠の場と俄式一億且のEl本挽歌を参考に- ･･･ - 寺川井知夫 9

死者への歌 死者からの歌

- r万葉集Jr文通jの挽歌の作中主体-

万LA;挽歌詠の作者と韻

日本脊紀の非送記事から見た日本古代の葬送儀礼 ･

うたといのり一万葉集と聖地の宗教学- -

7イヌの非送儀礼について-死亡から溶液までの流れ-

中国朝鮮族の葬送儀礼

苛夜の京敬一柿本人暦の日並皇子鶴首挽歌の形成-

モンj'_lL･の葬送依札

プラムは ｢維歌｣か-タミル古代文学のジャンル分け一 ･

海紘世界への魂の棟

-オーストロネシ7 (南島)語族における死者の島の諸相一 ･

r指絵物語Jにおける｢死｣か心象風景-墳墓 船井 壕人一 ･

うたといのり一西アフリカから考える- -

万繋古代学における比較研究の覚書 .･･
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野見宿輔の埴輪創出伝承 ･ ･ - 寺川最知犬 1

古代束アジアの相関関係一万薬歌における地名表現から- 川 井上 さやか 15

豊後国風土記 ･大分郡にみる地名起源の方法

-古風土記にみる詠嘆の助字｢故｣･｢乎｣の検討から- - -- 大館 真晴 35

万柴歌木簡一考-あさなぎ木簡- ･･--I- - .･ 竹本 晃 47

渡来系万葉歌人妙観の苗字 と出自

-r万事軌 とT扶 日本軌 に見える渡来人についての一考素- - ･･-. 葛 継勇 67

(報告)

平成 20年度海外研修員研修報告 .･ ･･. 葛 継勇 83

(共同研究報告)

万葉古代学研究所第 3回委託共同研究報告

序 文 共同研究 ｢)5築架の成立韮盤としてのヤマトの信仰的世界観

一二上山地域を視座として-｣について ･-

節-郡 ヤマトと_ 卜.山地域

万感歌にみるヤマト

ヤマトの西とitiと-古道にみる_上山地域-

〔附論〕r死者の.L5.1が措いた二上山･

大石 -&夫 )

城崎 陽子 5

渡部 修 15

水分神社の祭だと信仰

万繋袋の成立基盤としてのヤマトの信仰的世界観一 ･ 大石 春夫 33

二上山と大枠皇子の ｢移葬｣･

mJ二部 _上山地域の信仰と伝承

二上山の彼方 一蕊麻の時空一 ･･･

フタカミの伝承

ダケノポリ.オンタの信仰と伝承 ･二三

_上山lLl鹿の仏教民俗 1
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狭琴嶋の石中死人を視て作る歌 --I---------I-一一一一---- 寺川異知夫 1

『万葉集』と欧文挿絵本 ---一一----=一一一-----一一-=一日---- 井上さやか 23

- その今日的意義について-

｢安礼簡｣と永続性 竹本 晃 37

一藤原宮御井歌と短歌をつなぐもの一

万葉集巻頭歌の形成 -中国採桑文学との比較- -一一-一一曹 泳梅 53

億良文学における愛と F論語三-‥--一一一一-------一一一- 張 士傑 69

- ｢仁愛｣思想を中心に-

(報告)

平成21年度海外技術研修員研修報告書 ･一一--･--･一一一- 張 士傑 85

研究所魚報

(共同研究報告)

万葉古代学研究所第 4回委託共同研究報告

万集歌と奄美の声の歌との比較研究日日一一-------一一日11----- 真下

歌垣の現喝性と万葉恋歌の観念性--日日---一一----I-----･--一一-日日 工藤

- 証人としての他者と｢人目｣｢人言｣
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7■.▲

厚

隆

乞食者詠と八重山のユングトウ一一日一一一一一一一日一一日一一一一日一一一一-一一一一一-一一一一一狩俣 恵一

対唱歌の力学

L

岡部 隆志

口頭伝承のなかでうたを音くということ-I一一---I---------日-一一-一一一手塚 恵子

ロシアの歌文化と掛け畝のタイポロジーに関して一一日一一日エルマコーワ･リュドミーラ
ミ▼オ

中国湖南省苗族歌文化調査報告一一一一---一一一一一日一一一一一一---一一一日一一---=工藤 隆
ミ十オ

中国湖南省鳳風県苗族女性シャーマン間者-一日--一一一一一一一一‥一一日一一一一一日真下 厚

2010 3
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｢東熊｣の妥- 万葉歌 と塵首土器のあいだ一

r万策典J にみ える石川郎女 につ いて ･一-一

妾 と偶礼歌一巻 一 ･八 四番歌の解釈 を中心 に一

万糞塊三 六四〇 番歌 の作者羽東につ いて - -

(報告)

平成22年度海外技術研修員研修報告昏 ･一･･-

平成22年度研修 員報告恕 ･--

研究所免報 -一一

(共 同研究報告)

万葉古代学研究所 第 3回主宰共 同研究報告
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井上 さやか

竹本 晃

甘 味梅

呉 玲

玲

末
子

‖

麻

敦

…

呉

斬

竺
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万簸びとの小さな虎 一一一一一 一日 一上野 裾

r万軌 における ｢旋｣ r関LIJ月｣の和化について- - 一 ･--井上さやか

平城京と薮との往遠における宮人の意36-

李朝未納の時人金笠と旅 日日

アメリカ南部の軟謡における ｢旅｣ 一一

凍g租 r山軌Jと妓女 一一一

グリム孟胎における旅 -

鰍 まZEいもの一民俗学的な視点から- H

V女研究拾遺 -一一日

船の炭化敬一一一一一

古代タミルの塩の適 - -

竹本 晃
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｢汲玉大Zk｣一旅する祖先- - -

大伴家持の蕃巡行と立山の魚 -一一

奈良時代前後の行成都 こついて日日

日本;訪独における康の類型と相関一完敗民俗学の立場から一 日 -

(報告)
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万葉古代学研究所年報

第 10号

口絵 伝江南院龍雷撃切
第十号発刊によせて

(特別報告)
万葉文化館蔵 ｢伝江南院龍雷撃切｣について

(論文)
伊服岐能山の神と倭建命 言向 ･言草を視野に入れて
文化の総体 としての文学一季節表現と超画詠を例に

石見相聞歌の ｢妹｣の視界
古代における死を悼む和歌の展開

一挽歌と哀傷歌の比較検討を通して一
巨木伝承の探究I r風土記Jを中心に

(10周年記念)
10周年記念事業実施概要報告
10周年記念国際シンポジウム

『万兵集』 と中国文化-竹林七賢の受容を中心に一 ･
韓国で考える 『常葉集』

1
中西 進 3

小倉久美子
井上さやか 5

･寺川兵知夫 17

･井上さやか 49
･竹本 晃 65

小倉久美子 83
陳 馨 101

･井上さやか 114

劉 雨珍 118
李 研淑 120

万葉集における記憶詩歌一文化研究からの試み-
ローベル ト･ヴィットカンプ 122

『万葉集』 と 『憤風藻』の間 大三輪高市麻呂を中心に

10周年記念研究所講座要旨

(報告)
平成23年度海外技術研修員研修報告
研究所桑報
万棄古代学研究所年報 第 1号～第 9号目次

(共同研究報告)
万葉古代学研究所第 5回委託共同研究報告

古代の梅､山､空
海から見た万集の景観

I -

ジェイスン ･ウェッブ 130
･小倉久美子 139

陳 馨 147
156
168

男山の景観認弘とコスモロジーー奄美地方･加計呂麻島のカミ山を事例として一 大西 秀之 73

飛上3時代の天空観と天文人類学の可能性
魂の行方

葬送船の記憶
梅と由一瀬戸内と南島を例に-

万葉世界の植物
女性がおくる布一古代の額巾と沖縄･八韮山緒島の手巾-
稲作をめぐる万爽塊の呆観
万糞塊における水と飲料の文化

万葉世界の動物
ウミガメにまつわる報恩説話と禁忌伝承 -
｢守護神｣としてのサメとワニーフィリピン･バラワン鳥の事例-

2012.3

肘Bl法人奈良蝦方策文化梶井財団

方 案 古 代 学 研 究 所

後藤 明 25

深滞 芳樹 33
角南聡一郎 43

東村 純子 ∫/

細谷 葵 63

木村 朱美 77

## %* 89

辻 貴志 JJ3
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万葉古代学研究年報

第 11号

(論 文)

『万集集』と ｢伎楽｣-奈良の文化資源を掘 り起こす一 井上さやか 1

磯越道なる能登瀬川

弔問歌の形成- ｢君｣の用法に着目して-

チェンバレンの日本研究について

(10周年記念)

10周年記念研究所講座要旨 (永前)

(報 告)

平成 24年度海外技術研修員研修報告

(共同研究報告)

万葉古代学研究所第 6回委託共同研究報告

"かぎろひ"考

竹 本 晃 19

小倉久美子 37

帝 友 軍 47

小倉久美子 62

責 友 軍 65

和 田 翠 73

歌木簡の成立一紙木併用時代の ｢木簡｣とその意味一 多 田 伊 織 85

｢歌木簡｣からの可能性 渡 部 亮 一 105

木簡の歌と歌語り一歌の儀礼を視野に入れて一 遠 藤 慶 大 117

地方官街と歌木簡 一秋田城跡出土歌木簡をめぐって- 竹 内 亮 135

(粂 報)

2013.3

奈良県立万葉文化館
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万葉古代学研究年報

第 12号

(巻頭百)

中西進名誉館長の文化勲章受章を記念して

(論文)

飛鳥の宮処とカムナビ山

｢あきはぎ木簡｣の釈茨について

飛島 奈良時代における紫色の特質

(*#)

万葉古代学研究*報

(共同研究報告)

万葉文化館第4匝住 専共同研究報告

第4匝Ⅰ主宰共同研究実施鞍要報告

魂梅の飛島首都

故林 飛島の形成

明日香の古代一方策歌にみる持続朝以前

雷鳥の戎本敬-皇子の残宮-

｢大槻｣と ｢飛島｣

飛島寺西の歴史的変遷一飛鳥における ｢天下の中心｣の創造一

河内飛鳥と成長 終末期古墳を考える

飛鳥京の場所論

稲村 和子 1

井上さやか 3

竹本 巣 21

小倉久美子 31

45

井上さやか

寺川苑知夫

上野 淑

犬飼 公之

竹本 晃

辰巳 和弘

1

Lr)
7

7

9

1

1
2

3

5

相原 英之 63

山本 形 79

阿部 - 87

酎 乍の機､発表の場- ｢声の文化｣と ｢文字の文化｣との関係で-

7g)噛 孝倍 105

飛削llの系譜 ′ト食久美子 111

万乗文化館栽 r大和名虞和歌刺 について-飛鳥を中心に-

井上さやか 121

2014 3

奈良県立万葉文化館
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万葉古代学研究年報

第 13号

(沿文)

｢地神のノ)土井｣弼考 井上 さやか 1

硫rT巡幸伝水にみる ret後同風｣二紀)状粥の試み 竹本 苑 15

歌諾行｢#衣｣のR祝とその展開 小舟久弟子 31

(Jt-同研兜粕Jii)

万乗文化飢恥7回委託)u司研究報Jb'

伎繋而 ･#車両 ･稚而 ･狂言両の比較研究

-瀬材と技法の変jt一

人jELの村落祭能と稚

見I打 事93 45

一大御続発のIf立魔女一 宮本 Ji造 65

能と能面 大谷 節子 93

仮面を邪けない芸 鈴鹿 T一代乃 99

飛〔1-1.3戊時代の恢両の適形と飢n技法の考群 藤原 千沙 103

2015 3

寅良LL.主立万兼文化飽
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万葉古代学研究年報

第 14号

(論文)

rEl本書紀Jにおける人物造形

一推古天皇代の物語性--- ･- 井上さやか 1

残の歴史的展開 一七世紀を中心に一 ･-- -小倉久美子 15

古代天皇行幸の理念的性格の位置付け

-持統天皇の伊勢行幸をめ ぐって- - -･大谷 歩 31

(桑報)

万乗古代学係柔報

顧問 ･客員研究員 ･研究協力等月一覧 - 58

(共同研究報告)

万葉文化館第8匝Ⅰ委託共同研究報告

春 日 聡 1

物部神社鎮魂祭 ･大元神楽に見る呪術的古層 ･･････ -- 福岡ユタカ 31

儀礼のメロディーと7)ズム - ･ ････-横川 理彦 61

日本列島の古代における音の超越性

一条紀儀礼 と神事芸能の諸相から- ･- --春 日 聡 73

Blu-rayディスク (別添)

2016.3

奈良県立万葉文化館
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万葉古代学研究年報

第 15号

(巷斬首)

万策文化心閉め十五周年を迎えて･･････ ･･稲村 和子 1

(飴文)

r古tTP紀J天右岸声神話における天字受究命

一兎許と井出とわらい- ･

El本古代女全問の変jt

一類宮から伶I■成立まで一 ･･

古代l:[本の巌閲の思想と美学

- rI熊風藻Jの山音詩をめぐって一 ･･

朕の観点から見る万葉長歌 ｢竹取鼻歌｣

一用字法､lf僻技法をめぐって-

(稚岱)

平成 28咋収海外技術研体n研梯報告 ･･

Wlru･客Ll研兜fl･研究協力Il等一覧

万難了!i代筆係毅搬

(-)t･同研兜報告)

万難文化鮒郡5lE.I主宰共同研兜概要搬J,=t=( ･

袈IyJ別の万兼水耕駅 ･

万恭兆の早ガH{イツ吾吾訳 --

ドV デイキンズがとらえたr万葉鵜Jの詩学 -

イタリアにおける記紀の捕訳とその受容 ･

井上さやか 3

小食久実子 19

大谷 歩 31

張 逸良 47

張 逸L3 61

68

)l一上さやか

ノト食久美子

･･･加藤 耕凍 1

･ジェイスン･ウェyプ 4

アントニオ.マニエーT) 5

r古称紀Jの共訳

一耕駅にあらわれる日本文学の特色について-

糊作人とr古都紀Jの耕訳 ･

万策兆の英訳について ･･

r古琳紀Jとr万葉集jのチェコ語訳について

一兆文化l和の輔訳について一 ･I

荊物の帝をLfぴ､解 く

井上さやか 73

･rq 昧席 83
トソン･マイケル 97

カレル･7イアラ JJ3

一変の衣現から見た茶菓集三首の解釈と胡訳- .ジュリー･ブロック 175

r万策娘Jの点訳におけるテキス トと訓義をめぐるrtl】舶点 ･ ･大谷 歩 J85

紀Ai万兼勅訳塘リス ト(暫定)･ .小倉久美+ J99

2017 3
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奈良LL.ミ立方柴文化郎蔵 ｢尼崎本万紫躯断㈹ (尼崎如)｣

奈良il.主立7JJ柴文化飽就 ｢金沢文経本万難炎断㈹｣

奈良LI.t立方灘文化釣銭 ｢伝江硝院髄好雄切｣

(解JR)

奈良il.も立7JJ非文化館親 ｢尼崎本万難処断愉 (尼崎切)｣解描 大谷 JS一

奈良il,主立万難文化鮎鑑 ｢金沢文畑木方雅独断純｣桝JBi･ 古JJll: Ti#

奈良Ll.1-立方発文化hlf蔵 ｢伝江南院拙背雄如｣解題 ･ )H･.さやか

(El録)

奈良LI,ミ立方恭文化朗所蔵古典肺等日録

(論文)

1
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8
0

2

4

了LT代と近代における文化の創造

-大伴家持の幻陸奥凶出金御製F歌を軸に- 井上さやか 25
大伴家持と自竺子応訂L歌粁

一対持和楽の歌の形成をめぐって一 ･ ･･･ -･･大神 jjh･ 43

紺令国家における ｢軌風俗｣の怒益

-大伴家持の越中巡行を並点として- 讃願 秤 65

(閑亜報岱)

秋LlliI.も金滞八幡雀(｢掛lれ｣の民俗行聯とその文化的.C益

一奈良LF.ほ 万灘文化伽 .一般展示室 ｢日本とアジアの歌｣における韮礎調整 一

大芥 )Jh- 99

(共同研兜報告)

万非文化蝕節10lL･I委託火同研兜報告

ノ)'紫塊をよんだ人々 ･人々のよんだ万難躯

一付､万難文化館就万難触および万水塊rAl連邦姉- 乾 沓彦 111

新たなJI非触伝本秤の発見-JJ薬躯平仮名傍訓本- ･ lllll' 火 l_ 121

rfI今1日歌六帖J所収鵜柴歌の性格

一方1架古狐｢無柑11歌｣からの検証一 ･ 池原 鮎斉 141
r夫木和歌抄】所収硝薬歌について

一人九r瑚係の短歌を中心に一 ･- -- 樋口Tj合1- 155

与良九触所収の万難歌 新沢 典L子 175

r7塔米独抜平日 と r宗祇前菜抄｣ との帆係

-1HLlr瑞光触12才受の迎礎的研究のために一 ･ ･坑井 評椎 I85

奈止り.i-立方非文化蝕瑞 r万灘考｣の位了荘づけ ･ 城蛸 恥+ 197

焚lji御本 r万乗躯Jにおける今川範政

一中lLlか ら近世への万難躯受容- -- 大石i'jJll杏 209
l軸.:I.1

敵rHl 客Il研究lj 研究協)Jll等-氏

万乗IIT代/-F'係狙報
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｢夜能もり｣の習俗にみる秋田iIR一金滞八幡宮の ｢掛倒｣の性格

一奈良収立方雅文化飽 ･一般展示室 ｢El本とアジアの歌｣における
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平成 31牛皮海外技術研伸月研修報告

万難古代学係柴報

(共同研究報告)

万難文化館新6回主宰共同研兜概算報告

大谷 妙 67

吉原 啓 89

苫煉 啓 122

井上さやか 124

大谷 歩 126

邸 愛傑 129

井上さやか
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（論文）
『万葉集』における持統天皇像
　―天香具山歌を軸に― ……………………………………………… 井上さやか 1
七～八世紀の貨幣鋳造機関………………………………………… 竹内　　亮 11
奈良県立万葉文化館蔵『萬葉集巻第一』から見る
　加納諸平の万葉集研究 …………………………………………… 阪口　由佳 21

（解題）
奈良県立万葉文化館蔵『万葉集』（平仮名傍訓本）解題 …… 阪口　由佳 38
奈良県立万葉文化館蔵『懐風藻』解題 ………………………… 井上さやか 40
奈良県立万葉文化館蔵『首書評註　聖德太子傳暦』解題…… 竹内　　亮 42

（報告）
万葉古代学係彙報 …………………………………………………………………  171

（共同研究報告）
第 11 回万葉文化館委託共同研究「現代社会における古代文化の二次創作
　―サブカルチャーが描いた記紀・万葉集―」を振り返ってみた 橋本　裕之 1
記紀万葉をアニメ・マンガで描こうとしてみた
　―明日香南無天踊りにおける場所・伝承・心意― ……………… 橋本　裕之 19
短編アニメの可能性を模索してみた ……………………… しもかわらゆみ 75
万葉集に取材した短編漫画の可能性の模索
　―大伴旅人とその周辺人物たちをモチーフに― ……………… みしまゆかり 93
「コンテンツ」と「移動」からコロナ禍における「新たな観光」を考える
　―文化の適切な発信による価値の共有の重要性― ……………… 岡本　　健 109
古代文化で人を呼ぼうとしてみた
　―アニメツーリズムの視点から― ………………………………… 寺谷　圭生 117
武蔵野に神社を創建してみた。…………………………………… 小川　泰弘 129
高校生も古代文化の二次創作に挑戦してみた ………………… 橋本　裕之 135
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